


媛立近代薬務鰭絞議奨術作認紹介図

の図」

棟方志功 1963年項作

紙本・墨彩

67.0~~ x133.0手ン

色「鯉

棟
方
志
功

(
一
九

O
三

一

九
七

五
年
)
は
、
七
十
二
年
の
生
涯
を
通

じ
て
、
「
魂
の
洗
わ
れ
る
思
い
」
を
も

と
め
て
描
き
続
け
た
人
で
あ

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

青
森
市
で
生
ま
れ
、

二
十

一
歳
の

と
き
絵
を
志
し
て
上
京
し
た
棟
方
が
、

川
上
澄
生

の
版
画
に
感
銘
を
受
け
て

後
、
版
画
を
自
ら
の
天
命
と
決
め
た

の
は
二
十
八
歳
の
と
き
で
し
た
。
や

が
て
柳
宗
悦
、
河
井
寛
次
郎
、
漬
田

庄
司
ら
と
の
め
「
り
会
い
か
ら
、
棟

方
の
天
性
の
才
能
は
大
き
く
開
花
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
を
駆
使
し

て
赤
・
紫

・
朱

・
黄

・
黒
と
い

っ
た
原

色
を
奔
放
に
あ
し
ら
っ

た
板
画
(
木

版
画
)
や
倭
画

・
油
彩
画
、
黒
と
臼

の
関
係
を
極
限
に
ま
で
生
か
し
た
板

画
や
水
墨
画
の
か
ず
か
ず
は
、
ど
れ

も
身
体
い

っ
ぱ
い
、
心
い

っ
ぱ
い
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
鯉
魚
の
図
」
は
、
す
で
に

=、

左
眼
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な

っ
て

い
た
六
十
歳
頃
の
作
品
で
す
。
大
き

な
筆

に
墨
を
含
ま
せ
、

筆
跡
を
感
じ

さ
せ
な
い
ま
ま
に
大
き
く
小
さ
く
ば

か
し
た
り
雫
を
落
と
し
た
り
、
棟
方

自
身
の
手
記
に
あ
る
よ
う
に
「
白
と

黒
を
生

か
す
た
め
に
は
、
自
分
の
身

体
に
墨
を
た

っ
ぷ
り
と
含
ま
せ
て
紙

の
上
を
ご
ろ
ご
ろ
転
げ
ま
わ

っ
て
生

み
だ
す
よ
う
な
」
迫
力
で
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ひ
と
抱
え
以
上
も
あ
る
見

事
な
鯉
は
、
今
に
も
ピ
シ
ャ
リ
と
跳

ね
そ
う
な
力
に
満
ち
、

単
な
る

「鯉

を
描
い
た
絵
」
で
は
な
く
い

の
ち
を

持

っ
た
生
き
物

に
な

っ
て
い
ま
す
。

棟
方
の
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
心

自
負
心
は
、
創
作
の
う
え
で
の
師
を

持

つ
こ
と
を
嫌
い
、
た
だ
神
や
仏
へ

の
強
い
信
仰
心
と
、
こ
の
世
に
生
を

享
け
た
す
べ
て
の
も
の
か
ら
授
か
る

感
動
を
ほ
と
ば
し
る
よ
う
に
表
現
し

つ
づ
け
ま
し
た
。

十
-
世
紀
に
向
か

っ
て
新
た
な
指
針
を

の
基
礎
と
な
る
新
総
合
計
画
の
中
間

報
告
書
が
、
八
月
六
日
、
県
総
合
開

や
さ
し
さ
と
豊
か
さ
と
と
も
に
本

世
に
も
人
々
の
魂
を
揺
さ
ぶ
り
ま

能
的
な
も
の
に
も
通
じ
る
激
し
さ
を

あ
わ
せ
持

つ
棟
方
芸
術
は
、

た
親
し
ま
れ
て
ゆ
く
噌
ア
と
で
し
ょ
う
。

(山
字
士
一台
員

中
川
美
彩
緒
)

い
つ
の

」
れ
か
ら
の
富
山
県
の
県
づ
く
り

発
審
議
会
か
ら
中
沖
知
事
に
提
出
さ
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れ
ま
し
た
。

中
間
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
計

二
十
一
世
紀
へ
向
か

っ
て
県

民
の
み
な
さ
ん
の
英
知
と
総
力
を
結

画
は
、

企 現在開催中(9月15日まで)の第 1回現代芸術祭r)，竜口修造と戦後美術」の展示作品の一部

お年寄りの技能を生かしてみませんか 15 
カメラレポート 中学生の高校体験入学一一一16~ 1 7
就業構造基本調査にご協力を 18 
110万人みんなですすめる交通安全 19 
こちら消費生活セ ンターです 20~2 1 

トピ ッ クス ・ 県政のうごき ・ お知らせ一一一一一22~23
みなさんと県庁とのパイプ役 24 
県有施設紹介⑥

富山県警察本部交通管制セ ンタ一一一一一一一表 3
聞こえませんか空き缶の声が 表4

9月号

・ もくじ 県立近代美術館収蔵美術作品紹介固一一一一表 1・2
「鯉魚の図」

21世紀に向かつて新たな指針を

新総合計画の中間報告 1 ~7 
ガン 予防で明るく健康な家庭 8 ~9 
とやま 「あの日あのときJ 1O~11 
富山県の転機を探る⑤

観どころ昧じまん 第 17回大沢野町一一ー一一一 1 2~ 1 3
世界の注目を集めた 「利賀フ ェスティパル'82J
一第 l回世界演劇祭

第4回富山県老人若返り祭開催
14 
15 

集
し
な
が
ら
県
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
新
た
な
指
針
と
な
る
も
の

で
、
計
画
期
間
は
、
昭
和
五
十
八
年

度
か
ら
六
十
五
年
度
ま
で
の
八
年
間

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
こ
の
中
間
報
告
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

原谷県総合開発審議会長から中間報告書を受け取る中沖知事

富
山
県
の
特
性
と
県
民
の
期
待

富
山
県
は
、
豊
か
な
自
然
と
勤
勉

で
温
か
い
県
民
性
に
恵
ま
れ
、
住
み

よ
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
更
に

い
く
必
要
の
あ
る
分
野
も
多
く
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
県
民
に
対
す
る

一
連
の
調

富
山
県
の
特
性
を
補
い
、
伸
ば
し
て

査
や
公
聴
活
動
に
よ
れ
ば

一
九
八

q 

0
年
代
の
課
題
と
し
て
「
文
化
」
と

「
経
済
」
の
両
面
の
充
実
を
軸
と
し

た
新
し
い
県

3

つ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
変
化
と
新
た
な
課
題

近
年
、
県
や
県
民
生
活
を
取
り
巻

若
者
の
定
着
、
流
入
を
促
進
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
、
次
の

よ
う
に
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
て
き

二
、
生
活
の
質
の
変
化

て
い
ま
す
。

所
得
水
準
の
向
上
や
自
由
時
間
の

増
大
に
伴

い
、
価
値
観
の
多
様
化
、

文
化
志
向、

高
学
歴
化
、
家
庭
機
能

の
変
化
な
ど
が
進
行
し
、
こ
れ
に
対

一
、
人
口
の
高
齢
化

人
口
の
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者

の
活
力
を
社
会
に
生
か
す
と
と
も
に
、

応
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
生

活
の
あ
り
方
を
許
容
し
て
い
く
、
お

お
ら
か
な
心、

ふ
れ
あ
い
の
重
視、

学
習

・
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
振
興、

社

会
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た

経
済
的
に
豊
か
に
な
る



方
で
、
成
人
病
の
低
年
齢
化
、
家
庭

か
れ
て
お
り
、
新
た
な
対
応
が
必
要

四
、
技
術
革
新
の
進
展

家族そろってポート遊び

や
学
校
に
お
け
る
問
題
行
動
な
ど
個

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
富
山

今
後
の
産
業
の
発
展
の
た
め
に
は

人
や
社
会
に
お
け
る
生
命
力
に
従
来

見
ら
れ
な
か
っ
た
病
理
現
象
|
「
豊

か
さ
病
L

が
進
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

県
を
支
え
て
き
た
こ
れ
ら
の
産
業
を

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
バ
イ
オ
テ
ク

長
期
的
な
展
望
に
立
ち
な
が
ら
、
活

性
化
し
、
安
定
し
た
発
展
の
軌
道
に

乗
せ
る
こ
と
が
大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ロ
ジ
|
(
生
命
工
学
)
な
ど
の
新

富し
山い
県技

定革
着新
さに
せ積
る極
こ的
とに
が対
必応
要し

こ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

、
転
換
期
に
あ
る
経
済

一
方
で
は
、
高
い
技
術
力
や
新
し

で
す
。

経
済
成
長
の
減
速
と
将
来
に
対
す

る
不
確
定
要
因
の
増
大
に
よ
り
、
企

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、
着
実

土
A

F

K

J

』、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

に
発
展
し
、
育
ち
つ
つ
あ
る
新
し
い

の
飛
躍
的
な
進
歩
に
よ

っ
て
、
経
済

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
情
報
化
が

業
活
動
は
い
ろ
い
ろ
の
面
で
制
約
を

産
業
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活

受
け
、
産
業
構
造
も
変
容
し
は
じ
め

て
い
ま
す
。
農
業
に
お
い
て
も
、
価

格
の
伸
び
悩
み
、
コ
ス
ト
高
、
後
継

力
あ
る
産
業
を
維
持
形
成
し
て
い
く

進
ん
で
お
り
、
県
民
生
活
や
産
業
の

た
め
、
高
い
技
術
力
を
養
う
た
め
の

在
り
方
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
も

条
件
整
備
や
生
き
生
き
と
し
た
都
市

環
境

c

つ
く
り
が
急
が
れ
ま
す
。

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
望
ま
し

い
情
報
化
社
会
の
形
成
に
向
か
っ
て

者
難
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
環
境
に
置

2 

積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

陶芸に励むお年寄り

五
、
交
流
と
競
争
の
時
代

高
速
交
通
網
や
情
報
伝
達

・
処
理

シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
る
に
し
た
が

い
、
遠
く
離
れ
た
町
と
町
、
県
と
県

な
ど
の
地
域
間
に
新
し
い
交
流
の
機

会
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
他

方
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
真
価

が
問
わ
れ
る
地
域
間
競
争
の
時
代
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
個
性
的
、
魅

力
的
な
地
域
守つ
く
り
が
必
要
と
な

っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
、
文
化
、

六
、
新
し
い
参
加
社
会

げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

県
民
の
自
主
的
な
参
加
と
協
力
に

よ
る
地
域
。
つ
く
り
を
実
現
す
る
と
と

ま
た
、
民
間
と
行
政
と
が
適
切
な

役
割
分
担
を
し
、
民
間
の
創
意
と
活

も
に
、
地
に
足
の
つ
い
た
地
域
か
ら

の
発
想
を
大
切
に
し
た
、
県
民
に
よ

産
業
な
ど
の
各
分
野
で
の
国
際
的
に

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

通
用
す
る
実
力
の
養
成
も
必
要
で
す
。

る
、
県
民
の
た
め
の
社
会
を
築
き
上

国
国
民
属
医

Fvv
vv.

ーー

三
、
暮
ら
し
の
見
通
し

ま
た
、
勤
労
者
の
自
由
時
間
は
更

人
口

経
済
な
ど
の
見
通
し

• 

一
人
当
り
の
県
民
所
得
は
、
約
百

五
十
万
円

(
昭
和
五
十
四
年
)
か
ら

約
二
百
五
十
万
円
(
昭
和
六
十
五
年
)

に
増
え
、
お
お
む
ね
完
全
週
休
二
日

制
の
水
準
に
達
し
、
高
次
の
サ
ー
ビ

ス
へ
の
欲
求
が
高
ま
る
一
方
で
、
手

一
、
人
口
の
推
計

人
口
総
数
は
、
今
後
、

人
程
度
の
増
加
の
後
、
昭
和
六
十
年

三
十
歳
未
満
の
若
者
の
比
率
は
、
四

一
・
こ
は
か
ら
三
七
・

七
ば
へ
と
低

下
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

二
、
経
済
の
推
計

一
万
数
千

昭
和
六
十
五
年
ま
で
の
経
済
成
長

率
は
、
四
一日
台
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

県
の
経
済
成
長
率
は
、
国
の
経
済

へ
と
増
大
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

づ
く
り
志
向、

自
然
志
向
な
ど
の
新

し
い
生
活
様
式
も
普
及
す
る
と
予
想

す
。
(四

・
五
は
の
経
済
成
長
が
実
現

代
に
は
約
百
十
二
万
人
で
横
ば
い
の

状
態
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
新
た
な
産
業
の
集
積
、

さ
れ
た
場
合
)

さ
れ
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
の
整
備
な
ど
に
よ
り

成
長
率
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
推
移
す
る

と
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
ゆ
と
り
志
向

に
よ
る
個
人
消
費
の
増
進
、
産
業
構

造
の
転
換
や
新
規
立
地
の
増
大
な
ど

に
よ
る
投
資
の
拡
大
な
ど
が
実
現
さ

れ
れ
ば
、
全
国
水
準
を
相
当
上
回
る

県立近代美術館

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
比
率
は
、
一
一

・
二
江
(
昭
和
五

十
五
年
)
か
ら

一
四

・
五
ば
(
昭
和

六
十
五
年
)
へ
と
上
昇
し
、
一
方
、

若
者
を
中
心
と
す
る
人
口
の
流
入
、

定
着
を
図
れ
ば
、
人
口
総
数
は
こ
れ

を
上
回
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま

す
。8 
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@ @ @ 。
o ~14歳 15~64歳 65歳~

250千(22人7%)I 730千人 (66.2%) |!(11213.千m人;1
1
千
.10人3 

743千人 (66.5%)
142千人 1.11 

(20.8 (12.7%) 千人

19(617千. 5人~) I 760千人 (68.0%)
162千人 1.11 

I (14.5%) 千人

100方人
(出所)県推計

3 

人口の年齢構成の推計

50方人

る
と
と
も
に
、

北
陸
自
動
車
道
の
完

成
、
富
山
空
港
の
整
備
な
ど
に
よ
っ

て
、
生
活
領
域
は

一
層
拡
大
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

宅
地
は
更
に
増
加
し
、
農
用
地
は

減
少
す
る
が
全
体
と
し
て
は
、
土
地

の
需
給
関
係
は
緩
和
し
て
い
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、

い
わ
ゆ
る
三
十
分
生
活
圏
が
実
現
す

水

・
工
、
不
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は

。

経
済
成
長
に
伴
い
需
要
は
漸
増
し
て

い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

65年

60年

昭和
55年



基

本

目

や
県
民
生
活
を
と
り
ま
く
環
境
は
非

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

常
に
厳
し
く
、
多
く
の
悶
難
な
課
題

こ
れ
ま
で
兄
て
き
た
よ
う
に
、
県

「. 

に
わ
た
る
先
人
の
英
知
と
努
力
に
よ

り
、
美
し
い
臼
然
は
保
た
れ
、
特
色

成
さ
れ

あ
る
文
化
と
タ
タ
棟
な
産
業
集
積
が
形

ま
た
、
厳
し
い
風
土
の
中

第 1回現代芸術祭イベント「絵のある空間でJ(県立近代美術館)

で
誠
実
で
ね
ば
り
強
い
県
民
内
、
積

極
進
取
の
気
風
、
品
か
い
人
間
関
係

を
築
き
ト
ハげ
て
き
ま
し
た
。

展
さ
せ
て

こ
れ
ら
の
伝
統
と
所
庇
を
更
に
発

県
民
.
人
ひ
と
り
が
生

き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
美
し

く
住
み
よ
い
郷
土
を
築
き
上
げ
、
次

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
人
7

県
民

日
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
す

D

人
ひ
と
り
が
未
来
に
意
仇
を

燃
や
し

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
県
の
削
造
に
取
り

こ
の
よ
う
な
観
点
か
』
り
、
県
民
の

参
加
と
連
帯
の
下
に

「若
々
し
い
活
力
に
あ
ふ
れ
、
た
ゆ

み
な
く
発
展
を
続
け
る
富
山

ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
温
か

い
ふ
る
さ
と
l

l
と
も
に
生
活
す
る

こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
感
ず
る
富
山
」

の
実
現
を
円
指
し
ま
す
。

等

健民運動モデJレ事業等新しい健康教育の展開
生涯を通じた一貫した健診システムの確立
健康増進センターの充実と健康づくり指導者の育成
生涯健康子帳の導入

2.スポーツ・レクリェーションの振興
全県民が生涯にわたってスホーツ ・レクリェーションを行え

るよう 、長期的総合的フランを策定し、施設、指導者及び活動
組織を百十幽的に充実する

また、昭和175年 (200011三)団体を必定し、準備を進める。

3.医療の確保
日常、広域、うそ県域の各医療国域ごとの医療体制の整備に努

めるとともに、各医療分里子(ょた色、、へき地、高齢者、精神、 リ
ハビリ、高度特殊)の充実を阿る。

4医療品・食品の安全
医薬品 ・食品の安全性の確保と薬業の振興を阿る。

1.地域総合福祉の確保
老人や障害者が家庭や地域の中で、可能な限り自立し、生活

していくことができるよう 、家庭、地域社会、施設の三者が一
体とな って温かいふれあいに満ちた福祉サービスを供給する総
合福祉システムの確立を阿る

策規施新要主

①
②
③
④
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2.老人福祉の充実
安援護老人に付して、在宅、施設両面にわたり福祉サービス

の充実を阿る 】
老人のもつ活力を重視し、社会参加、生きがい対策を推進す

る。

H 

社

主』
~ 

祉

の

福

総合的リノ、ピリテーションシステムの確立
共同受注の促進及び、授産施設等福祉的な就労の場の整備

家ιJ 
父ノナ母と備整の

川

1条μ臼のめた
進
る

。

推
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る

の
育
凶
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に
を
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か
定

子
や
安
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健
の

.
を
活

重
童
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児
児
の

ι
庭

保育需要の多様化への対策
社会的保育サービスのネ y トワークの形成

① 
② 

① 
② 

3.障害者福祉の推進
ノーマライゼーションの考えを基i .\J~J とした諸施策の展開によ

り、障害をもっ人々がごく普通に生活ができるよう 、社会的条
件の整備に努める。充

実

家庭教育の子引きの作成等による家庭教育機能の向上
家庭教育センタ一的機能を果たす機関の繋備
地域ぐるみによる家庭教育の推進

①
②
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と
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9月2日に置県百年のシンボル

マーク、スローガンが次:のとおり

決まりました。 みなさんからたく

さん応募していただき、ありがと

うございました。

シンボルマーク

制作意図

雷鳥が21至紀にむかつてはばた

く様一富山県の姿ーを "100の数

字"と“無限大の記号∞..に託して

ダイナミ yクに表現したものです「

置県百年の支す竺すZ決まる

梅沢久洋さん

策

の

柱

スローガン

先人の知恵と努力で次の世を 高橋俊夫さん

百年をいかす行く手に豊かな未来 一一一 伊藤喜美さん

ふりかえる100年みつめる(制面 羽根由子さん

グリーンの富山クリーンな県民 一一一 但田麻利子さん

百年のバトンlこぎつて築く夢 一一 一一 松村聖子さん

4 

政以
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本
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標
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下
に
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ω未
来
へ
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戦
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|
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」
、
「
魅
力
あ
る
郷
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」
の
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つ
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政
策
の
在
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し
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次
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フ
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④
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あ
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的
な
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策
を
民
間
し

的
参
加
、

⑤
新
た
な
飛
脱
へ
の
普
い

自IJJ宣"1=を重視した教育課程の開発作及
体験的学習及び個性、資質(こ}，ιじた Jと習の推進
長期的展望に立った高校編成社幽の策定 ・実施
総合教育センターの拡充繋備
地域との交流の推進
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① 新大学情:旬、lの推進
② 県立技術短期大学の充実終備
③ 出岡産業短期大学の中刻]開学
④ 国立大学、弘、工大学、各倍教育研究機関の拡充及び設置の

促進、リカレント教育の充実

域
的

出
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tr主

'rlF
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ニ
整

① 総合体育センタ一、大組模運動公園等スホーツ・レクリェ
ーション施設の整備

② 生涯スホーツ指導体系の整備スホーツ指導者の育成
③ 冬のスホーツの振興
④ スホーツの奨励、表彰制度の設定

① 生活圏域に見合った医療機関の整備充実
② 県立中央病院の整備拡充写高度特殊医療の充実と地域医療

研修センターの設置
③ 和漢薬診療研究体制の強化

① 薬事研究及び薬業指導体制の整備拡充 目立壬守一¥叫
② 民間食品衛生検査機関の設置 ri.:.il )~.:状イル?

院が治ジ
① 家庭奉仕員、ショートスティ、デイケア等公的在宅サービ [.::i:;ー:川崎司

スの拡充 ト'::'iU 酔-1:，:
② ボランテイアセンターの全開設置、ボランティア基金の依田)+1:';

造成 j(::;:r荻叫
③ 施設の機能開放及び地域交流の推進 k::にが沿よー
① 特別養護老人ホームの計画的整備 日付ん対ダ
② 家庭奉仕員の派遣対象の拡大と適正な門己負担制の導入 1ぷι目白Eぞ
③ シルバ一人材センターの整備、老人ボランティア活動の振 1 酔拘置・

興今による社会参加の促進 伊三
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① 生涯学習体系の整備及び各教育機能の連携 仕泳三ι，{.・ぺ
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生
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の

推

進

77少年育成県民総ぐるみ運動の展開
庁少年同体の育成、青少11:.施設の主主術
庁少年の国際交流の充実

仏If人の (11=.(1句活動の推進及び活動拠点施設の整備
制人の地域活動、間際交流の促進
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県民の1'1主的文化活動の推進
本準の I:":jl、文化ホールの整備
間際的文化交流行事 ・総合芸術祭の開催
幅広い文化賞の設定
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項目 施策の方向 主要新規施策等

1新しい地域農業の展開 ① 地域農業の推進(集落営農計画の策定とマネー ジメントセ

中核農家と兼業農家の共存、協力による地域農業 を展開する 。 ンターの設置)
作目別には、適地適作 を基本とする被合農業を推進する。 ② 地域別生l宅方向の設定

2農業生産の組織化と担い手の育成 ② ① 集落営袋体制の確立(県ド3095地区)
集落営農体制を確立し、中核農家と兼業農家の連携を強化す 実践的な農業者教育の体系化

るとともに、後継者の育成を阿る。 また、婦人 高齢者の農業

生産における役割を重視する。

I 
3.農業生産性の向上 ① 農作業銀行、農地銀行制度の汗及定1'd-等による経営規模の

農 需要動向に的確にこたえ、!日11T、コスト面において産地問競
②拡農大地の改良、高度利用の促進争に打ち勝つことのできる農業を実現する。

中本 (水間の汎用化の促進 ・未整埋回、小区l函'lJ;易の再整理)

③ 高能率園芸生産|寸l地造成、木稲の直播栽培の持及等による

水 生産方式の改善

産
4.活力ある地域林業の形成 ① 適地適木主義による計画造林の推進拡

林業を森林の持つ多面的機能(経済的機能、県土保全、水資 ② 優良林業地育成ノfイロ y ト事業の 大

業
t原の樹養、レクリエーション機能等)を維持、増進する役割を ③ 森林組合事業の造林中心から林産型への移行促進木
果たすものとして位置づけ、その活性化を図る。 ④ 木材流通を円滑化するための施設の検討と小任 加工施設

の
の設置

振
5っくり育てる漁業の推進 ① 極苗生産施設の新設、中間育成場の設置など栽措漁業族設

富山湾及び県内各河川の持性を十分生かし、っくり育てる漁 の充実

鋼i
業を強力に推進する。 ② 有用魚、族の放流拡大と大規模サケ・マスふ化場の誘致

③ 大規模な幼稚f子保育場の設置

6.加工流通の円滑化と需要の拡大 ① 食品研究所を中心とする加工技術、新製品開発の促3進1 
農林水産物の加工利用を促進し、その付加価値の向上を阿る ② 出荷、輸送のための共同施設の整備と共販体制の確

とともに、流通コストの低減及び需要の拡大を阿る。 ③(4) 畜産物の総合流通施設の設置
富山県版日本型食生活の普及による需要拡大

E 1技術立県 ① テクノホ。リス建設の推進b. 

高い技術力に支えられた質の高い産業集積を形成する。 (富山技術開発財団、生 科学研究センタ一、先端技術市交流

ナ締Ef車支寺t 斤I 

センタ一、インダストリアル ・デザインセンタ一、都 環

境Z等口L の護備)
② 総的技術対策の推進

2.先端銭術産業の育成・導入 ① 工業技術センターの建設と全国的な人材を確保 活用する
内発型の先端技術分野を育成するとともに、県外からの優れ ための地域技術研究開発プロ ジェクトの推進

立応せ、 た技術を有する企業の積極的導入を阿る。 ② 流動研究 システムの推進及び人材データパンクの楚備

す ③ 研究開発型企業育成のための助成制度の整備

工る 3既存産業の振興 ① ;fg業界、園、県、地元市町村の連携による基礎素材型産業

業 基礎素材型産業については、その生局基盤の強化と新分野の 等に関する総合的政策の推進
σ〉 展開を積極的に促進し、新たな発展への軌道に乗せる。 ② 中小企業、地場産業振興対策の充実
育 中小企業は、小回りのきく機動性をいかすよう経営資j原の泌l

成 長に努める。

1商業の鋸奥 ① 自主的な商I吉街ビ ジョ ンづくりの支援
商業者の自助努力を基本に楽しい商庖街つ‘ くり、消費者に愛 ② 商!古{封再開発の積極的推進

皿 される庖づくり等総合的な施策を推進する。

第 2.サービス業の振興 ① 業種業態に応じたビ シヨ/づく り
サービス業の態様に応じてその発展のための環境づくりを進 ② 社会的サービス業についての金融等の助成措置の創設

次 める。
特に、社会的サービスについては、その活力が十分に予告仰さ

産 れるよう条件整備を行う 。

業
3.観光開発 ① 広域的観光拠点の整備と特色ある観光ルート づく り

の 民間関係者の活発な事業展開を主体としながら、総合的な在II ②③ 観光キャ ンペー ンの継続的実施

振 光対策を展開する。 観光関連産業の育成(昧の名所づくり乍)

血1 4.貿易の鍍興 ①② コンテナ化への対応
貿易情報の充実・提供、集荷機能 港湾機能等の基盤の整備 貿易情報手の収集、従{共の場としての産業展示館の積極的

を推進する。 活用

1雇用の促進 ① ハートパ ンクと高齢者就業促進のための雇用サービスセ ン

町
高齢化社会、雇用情造の変化等に対応し、高齢者の身能力の活 ターの設立の検討

用と若年労働力の確保を凶る。 また、失業の防止、心 障害者 ③ ② U ター ン対策の強化

雇
の雇用促進に努める。 第二セクタ一方式による重度障害者多数雇用事業所(モ デ

ル工場)の設置の倹付

用 2.生涯職業訓練体制の確立 ① 脊修学校、各種学校への委託訓練の拡充
本格的な高齢化、技術革新の進展、，}g業構造の変化に対応し、 ② 地域職業訓練セ ンターの誘欽

の 職業生涯を通じて多様な職業訓練体制を授備する。

安 3.労働環境の向上 ① 60歳定年制の一般化と週休~ Il おIJ の梢何的推進
定年延長、労働時間の短縮など新しい労働者のニーズに対応 ② 財人労働与の地位向 k

p疋_.__ した労働条件等の改葬を医|り、労働者初祉の向上に努める。

ご意見・ご感想をお寄せください
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〒930富山市新総曲給1-7県庁総合計画室

フ

項目 施 策 の 方 向 主要新規施策等

1家庭生活の充実 ① 家庭セミナーの開催、総合相談事業の充実等による家庭づ

I 
ふれあいと活力の基盤としての家庭機能の充実を図る。 くりの援助

② 積極的な余暇利用の実践モデル地区の設定

，心 2温かいコミュニティの形成 ① 地域ぐるみ除排雪活動等のコミ ュニティ活動の推進

ふ 地域住民が主役とな った温かいコミュニティの形成を図り、 ② コミュニティ活動実践地区の育成

れ 福祉、青少年、交通、雪村策等多面的な機能を充実する。 ③ 組織づくりとリーダーの養成

あ
3.生活の安定と安全の確保 ① 消費者対策の拡充(消費生活通信講座の開設)

快適暮なう

多様化、被雑化する生活環境の中で安心した生活を営めるよ ② 地域防災体制の強化

う、社会機能を高めていく 。 ③④ 新しい型の災害への対応と防災都市建設

犯罪抑止の社会的機能の強化(防犯管理者制度の創設等)

4.快適な環境の形成 ①環境基準の達成、維持とより快適な環境つ‘くり

レコ 公害防止にとどまらず、更により望ましい環境の実現を目指 ②環境影響評価(環境アセスメント)の制度化

し した施策を展開する。 ③ 土境汚染対策の推進

の

現実
5.県土緑化の推進 ① 「県土緑化構想、」の推録進(地域の緑化グループの組織化、

全県を花と緑で包み、うるおいに満ちた環境をつくる。 グリーンキーパーの登 等)

② 桜の園の造成

③ 花や森に親しめる特色のある植物公園の検討

1.均衡ある県土利用の実現 ① 全県一都市社会の実現

優れた県土の特性を最大限に生かした県土利用を図るものと ② 情勢変化に弾力的に対応する都市計画、土地利用規制の推

し、計画的かっ弾力的な土地利用を進める。 進

H 
2.魅力ある都市の形成 ① 住民参加のまちづくり(地区計画、建築協定、緑化協定等の

魅 住みやすさ(機能性、安全性)と美しさ、楽しさの両国を備 普及)

えた都市づくりを進める。 ② 全県的な「まちづくりキャン ペーン」の展開(先駆的、モ

力 デル的事業の支援等) ③ 主要都市の拠点開発

あ 3.豊かな農山漁村の整備 ①住民による「むらづくり、むらあ、こし計画」の策定

新しい機能、役割の発見による農山漁村の活性化を目指す。 ② 都市と交流の場の整備(体験学習、研究、創作、文化交流、

る 憩い等の場づくり)

地 4.海洋利用の促進 ① 沿岸域利用基本構想、の策定

総合的調査研究を進め、利用構想、を策定するとともに環境の ② 海洋総合セ ンターの繋備

域 保全に十分配慮しつつ開発利用を進める。 ③ 富山新港東部地区埋立地の造成の推進

つ 5.雪の克服と活用 ① 無雪害街づくりの推進

雪にf郎、県土づくりのための施策を総合的に展開するととも ② 雪対策マニュアル、住宅総合雪対策プランの策定

く に、雪の積極的活用を図る。 ③ 雪害情報システムの整備

り 6.エネルギー・水資源の確保 ① エネルギーの多様化(中ノト水力発電の開発、普及等)

I也域エネルギーの開発等エネルギー供給源の多様化を促進す ② 省エネルギー ・省資源の推進(資源リサイクルモデル市町

るとともに、省エネルギーを推進する。水需要の将来展望に即 村の設置等)

した水源開発を推進する。 ③ 適切な水需要見通しに基づく河川総合開発の推進

1.住宅の充実 ① 耐雪住宅、省資源・省エネルギー住宅の開発・普及

皿
住宅の質の向上と住環境の整備に重点を置いて住宅の充実を ② 魅力ある街並みの整備・保存

図る。

生 2上水道の董備 ① 水道事業の広域化

i舌 清浄で適正な価惜の飲料水を安定的に供給できるよう施設整 ② 水質の共同検査体制の整備

備を推進するとともに、 /I<道事業運営の効率化に努める。

基 3.下水処理の促進 ① 小矢部川流域下水道等の整備の促進

盤
地域に適した合理的な整備方式により下水処理を促進する。 (総人口普及率17%→ 32%へ)

の
4.自然環境の保全 ① 自然環境管理計画の策定

自然環境の計画的な保全を進めるとともに、県民が自然に触 ② 自然公園の整備の推進

充 れ親しむための施設の整備を図る。

実
5.県土の保全 ① 山地、河川、海岸保全の徹底

山地から海までの一貫した計画に基づく県土保全に努めると ② 憩いの場の整備(水と緑のオープンス ペースづくり)

ともに、県民の憩いの場を整備する。

町
1高速交通網の整備 ① 北陸新幹線の建設促進

高速基幹交通網を整備するとともに、域内交通との連続性を ② 幹線道路網の整備(北陸自動車道、東海北陸自動車道等)

高志
確保するため、交通結節点等の整備に努める。 ④ 空港の整備

止ロ』

2道路網の整備 ① バイパス滞や環の状道消路の整備による通過交通と域内交通の分

道路ネ y 卜ワークの充実を図る。 離、交通渋 解

チ入て
災害や雪に強L、道路の整備を図るとともに、景観等に配意し ② 沿道景観や地域の特色と調和し、文化を持った道路の整備

た質の高い道路の整備を進める。

通 3.港湾・物流施設の整備 ① コンテナ船、カーフ ェ リ一等への対応

体
経済の実態と海道情勢を見極めつつ港湾整備を進める。 ② 外港整備の検討等港湾の整備

高速交通網と結びついた流通業務施設の整備を図る。 ③ 小杉流通業務団等、流通拠点の整備

系 4.県民の足の確保 ① デマンドパスシステムや自由乗降システムの導入によるパ

の
パス、鉄軌道等公共交通様聞の維持確保を図る。 ス利用の増進

② 不採算公共交通に対する公的助成

整 5.交通安全の推進 ① 安全教育の推進(高齢者交通安全推進員制度の創設等)

(庸
自動車交通の増大に対応し、県民の安全を守るため総合的な ② 交通安全施設の充実(交通公園の建設、運転教育サブセン

交通安全対策を推進する。 ターの整備等)

B 



宮商

予

防

今
年
も
九
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の

一
ヵ
月
間
を
ガ
ン
征
圧
月
間
と

し
て
全
国
一
斉
に
「
さ
あ
前
進
・:
ガ

ン
予
防
」
を
標
語
と
し
て
、
ガ
ン
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
な
ど
正
し
い

知
識
の
普
及
と
ガ
ン
検
診
受
診
に
つ

い
て
強
力
な
予
防
啓
発
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

で
明

特
に
今
年
は
、

日
本
海
側
で
初
め

て
昭
和
五
十
七
年
度
ガ
ン
征
圧
全
国

大
会
(
第
十
五
回
)
が
九
月
十
日
に

富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
式
典
、

持
別
講
演
、
「
ガ
ン
を
追
い
つ
め
る
」

を
テ
l

マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

増
え
つ
"
つ
け
る
ガ
ン
死
亡

昭
和
五
十
六
年
の
人
口
動
態
調
査

(
厚
生
省
)
に
よ
る
と
、
昨
年

一
年

聞
の
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
は
全
国
で

十
六
万
六
千

一百
十
九
人
と
な

っ
て、

脳
卒
中
を
抜
い
て
死
因
別
死
亡
順
位

が
ト
ッ
プ
に
な
り
、
毎
年
約
五
千
人

昭和56年(概数)

死因
死位(死)亡因数順 死万 亡率

死割に亡合占総め(%数る) 対人) 口10 

全
がん 166，3位19) 14l. 9 23.1 

(第l

脳卒中 1572 .320 134.2 21.8 
(第位)

国 心臓病 1第25.位948 107.5 17.5 
( ~311J: ) 

がん 1，位9$2 174.9 24.2 
富 (第 lf1)

臓卒中 1.8位21 164.9 22.8 
(第 211L)

山 心臓病 (第l3，位367) 123.8 17.2 

参考資料:厚生符「人11動態統計」富山県「衛生統計年報」

の
ぺ
l
ス
で
増
加

し
つ
づ
け
て
い
ま

ガンの死因順位

す
。富

山
県
で
は

昨
年
の
総
死
亡
七

千
九
百
六
十
九
人

の
う
ち
ガ
ン
に
よ

る
死
亡
は
千
九
百

十

人
で

は 全

体
の

二
四

・

ガ
ン
予
防
の
現
状
と
対
策

ガ
ン
の
診
断
と
治
療
の
進
歩
、
特

に
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
ガ
ン
患

者
の
予
後
の
向
上
に
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

」
れ
か
ら
の
ガ
ン
予
防
対
策
と
し

て
は
、
ガ
ン
の

次
予
防
(
早
期
発

見
、
早
期
治
療
)
の
強
化
は
も
ち
ろ

ん
、
ガ
ン
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
す
る

次
予
防
に
つ
い
て
も

一
層
努
力
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま

す
。• 

一
次
予
防

ガ
ン
の
発
生
原
因
は
、
ま
だ
完
全

に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
く

つ
も
の
因
子
が
重
な
り
合

っ
て
ガ
ン

を
お
こ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ガ
ン
発
生
原
因
の
研
究

に
よ
り
い
く
つ
か
の
発
ガ
ン
性
物
質

が
見
い
だ
さ
れ
、
各
種
の
法
的
規
制

に
よ
り
こ
れ
ら
発
ガ
ン
性
物
質
の
除

去
な
ど
に
よ
る
ガ
ン
発
生
を
防
ぐ
努

力
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
者
や
研
究
者
に
よ
り

「
ガ
ン
予
防
の
十
二
ヵ
条
」
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

の
み
で
ガ
ン
が
予
防
で
き
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
の
内
容
も
基
礎
的
研
究
、

疫
学
研
究
な
ど
が
進
む
に
つ
れ
て
、

逐
次
追
加
、
修
正
さ
れ
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た

一
次

予
防
を
家
庭
で
実
践
す
る
こ
と
も
必

要
な
こ
と
で
す
。

ガン予防の常識12ヵ条

(1) 偏食しないでバランスのとれた栄養
をとる。

(2)なるべく向じ食品を繰り返して食べ
ない。

食べ過ぎを避ける。

深酒はしない。

喫煙は少なくする。

適量のビタミン A，C，Eと繊維質の
ものをよくとる。

(7)塩辛いものを多量に食べない。余り
要冬いものはとらなし'0

(8) ひどく焦げ‘た部分は食べなし'0
(9) かびの生えたものは食べない。

(10) 過度に日光に当たらない。

(11)過労を避ける。

(12) <体を清潔にする。

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

く
健
康
な
家

ガ
ン
征
圧
月
間
九
月
一

る

庭日
3
九
月
三
十
日

参考資料・ I'/.生街 「人円動態統J十J，寓111県 「衛生統計年報」

B 

一伸びつづける肺がん一

ーー一一宮 ilJ 
-ーーーー全 国

84.8 

部位別ガン死亡率の推移

100 

全
国
二
三

・
一
日
)
を
占
め
、
し

だ
い
に
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
死
因

別
死
亡
順
位
で
は
全
国
と
同
様
ガ
ン

に
よ
る
死
亡
が

一
位
と
な

っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
ガ
ン
の
部
位
別
死
亡
順
位

』

E墨
田
園
胞
団
・
・
同
日

H
H
ゅ
量
.

-

二

次

予

防

ガ
ン
の
発
生
を
防
ぐ
「

一次
予
防
」

の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ガ

ン
の
発
生
原
因
が
十
分
に

解
明
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、
ガ
ン
対

策
と
し
て
は
集
団
検
診
車
な
ど
に
よ

る
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
最
も
有

力
な
手
段
と
な

っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
財
団
法
人
富
山
県
総
合

健
康
増
進
事
業
団
に
委
託
し
て
ガ
ン

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
度
は
、
八
台
の
集

団
検
診
車
で
延
べ
六
万
三
百
九
十
二

人
に
対
し
て
胃

・
子
宮

・
乳
房
の
検

診
を
行
い
、
四
十
一
人
の
ガ
ン
患
者

と
そ
の
他
の
要
治
療
者
四
千
二
十
七

人
を
発
見
し
、
早
期
治
療
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

(国立がんセンター河内らによる)

ま
た
、
県
で
は
昨
年
九
月
に
県
民

の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
中
核
施
設

と
し
て
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
が
、
今
月
で

一
周
年
を
迎

年

に

年5" 50 45 40 35 

50 

40 

ハH
V

ハH
V

内

ιu

q

‘υ
n

〆
u

h

H

i

(
人
口
m
H
H川
死
亡
率
)

で
は
男
女
と
も
胃
ガ
ン
が
圧
倒
的
に

多
く

一
位
と
な

っ
て
お
り
、
近
年
急

激
に
伸
び
つ

c

つ
け
て
い
る
肺
ガ
ン
が

二
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

に
よ
り
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
肺
ガ

ン
よ
り
少
な
く
三
位
と
な
り
、

一
方、

乳
ガ
ン
は
、
生
活
様
式
の
駄
風
化
、

食
生
活
の
変
化
と
相
ま

っ
て
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

婦
人
の
ガ
ン
で
は
、

/
T
広
ガ
ン
が

早
期
発
見
技
術
、
治
療
技
術
の
進
歩

健康増進センター

9 

え
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は

一
日

維持会員にご加入を/
旨 日本対ガン協会富山県支部では会只制度

を設け、皆様方から寄せられた会費(寄付
金)をガ・ン予防のための施設、設備、正し
い知識の普及等の事業資金として活用させ
でいただきます。

維持会員
・個人会員会費年 1口 1，000円¥口数に制
法人会費 。 10，000円ノ眼はあり

ません。
金額の多少にかかわらず、い
くらでも結構です。

お申込み、お問い合せは下記まで餌llll!絡下さい。
(キ930-11) 富 山市時川373
(TEL 0764-29ー7575)

財団法人 富山県総合健康増進事業団内
財団法人日本対ガン協会富山県支部

1.超島

2.種

人
間
ド

ッ
ク
を
実
施
し
、
開
所
以
来

今
年
七
月
末
ま
で
延
べ

二
千
九
百
五

十
四
人
に
対
し
て
健
康
診
断
を
実
施

し
ま
し
た
。

度

は

検

診

を

本
県
の
ガ
ン
事
情
と
対
策
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
が
、
ガ
ン
予
防
は

み
な
さ
ん
の
意
識
の
有
無
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
明
る
く
健
康
な
家
庭
を

つ
く
る
た
め
に
‘
日
常
生
活
に
注
意

-寄付金

を
払
い
ガ
ン
を
予
防
す
る
と
と
も
に

年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
、
健
康
で

あ
る
こ
と
を
確
め
ま
し
ょ
う
。

類

3.申込書卒



⑥ る探を機転の県山
向
田
園

ぬ
ω

豆
町
ω
m
N

⑭

国

号

|

国
を
起
こ
す
道
、
北
陸
線
の
全
通
大
正
二
年
四
月

関野善次郎 ( 1853~1935) 
富山市堤町の呉服商、政

治経済の各分野で近代富
山県の基礎づくりに当った。

わ
が
国
で
鉄
道
の
建
設
が
始
ま

っ

た
の
は
明
治
三
年
三
月
東
京
・
横
浜

聞
で
あ

っ
た
。
翌
年
八
月
横
浜
・
川

崎
問
の
試
運
転
式
に
試
乗
し
た
大
久

保
利
通
を
し
て
「
こ
れ
こ
そ
、
国
を

起
こ
す
道
」
と
い
わ
し
め
た
。

い
ら

い
公
・
私
に
よ
る
鉄
道
建
設
は
軍
部

の
「
鉄
道
モ
武
器
ナ
リ
」
の
掛
声
に

支
え
ら
れ
、
日
清
、
日
露
戦
争
を
契

機
に
飛
躍
的
に
そ
の
マ
イ
ル
数
を
伸

ば
し
た
。
米
原
か
ら
北
進
し
て
い
た

北
陸
線
は
明
治
三
十
二
年
富
山
市
に

達
し
て
い
た
が
、
富
山
以
東
の
富
直

線
は
、
七
年
後
の
明
治
三
十
九
年
の

「
鉄
道
敷
設
法
」
の
改
正
に
よ

っ
て

よ
う
や
く
着
工
さ
れ
る
運
び
と
な

っ

た
富
山
以
東
線
は
「
富
山
線
」
と
呼

ば
れ
た
が
、
魚
津
に
達
し
た
の
は
明

治
四
十
一
年
十

一
月
、
県
境
の
泊
町

に
は
翌
年
四
円
で
あ
り
、
直
江
津
に

直
結
し
た
の
は
、
大
正
二
年
四
月

一

日
で
あ

っ
た
。
敦
賀
線
が
着
工
し
て

実
に
三
十
三
年
の
歳
月
を
経
て
い
た
。

鉄道の発達図
明治30年 (1897) まで

当
時
の
技
術
で
は
そ
れ
ら
河
川
を
横

切
る
東
西
線
の
建
設
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
。
あ
た
か
も
全
国
幹
線
網
の

整
備
を
急
務
と
し
た
政
府
が
鉄
道
敷

設
法
に
よ
っ
て
北
陸
線
を
第
一
期
線

(
敦
賀
l
富
山
)
と
し
、
翌
年
か
ら

工
事
に
着
手
し
た
。
こ
れ
が
三
十
一

年
高
岡
へ
、
翌
年
三
月
に
は
富
山
市

に
達
し
た
の
で
あ

っ
た
。

鉄
道
敷
設
の
時
間
差
と
グ
裏
日
本
"

日
本
海
岸
縦
断
線
(
青
森
|
大
阪

の
完
成
は
太
平
洋
岸
線
(
青
森

神

戸
)
に
三
十
五
年
お
く
れ
た
。

こ
の

時
間
差
は
、
日
本
が
国
家
と
し
て
産

業
の
近
代
化
を
推
し
進
め
て
い
た
重

要
な
時
期
に
当
た

っ
た
だ
け
に
、
太

平
洋
岸
と
日
本
海
沿
岸
諸
県
の
経
済

格
差
を
決
定
づ
け
た
。
前
者
は
こ
の

間
に
産
業
基
盤
を
整
備
し
、
近
代
的

な
産
業
構
造
へ
の
転
換
を
成
し
て
い

た
。
し
た
が

っ
て
北
陸
線
の
完
成
は

皮
肉
に
も
北
陸
の
人
口
を
太
平
洋
岸

に
吸
収
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
と

は
経
済
面
に
限
ら
な
か

っ
た
。
北
陸

の
中
心
都
市
金
沢
は
永
年
百
万
石
の

威
勢
で
、
天
下
の
書
府
を
も

っ
て
任

じ、
H

北
の
都
内
と
呼
ば
れ
、
江
戸
文

化
に
対
抗
す
る

一
大
文
化
圏
を
形
成

し
て
い
た
。
し
か
し
、
近
代
的
産
業

構
築
の
お
く
れ
は
、
北
陸
の
文
化
力

を
も
弱
め
、
東
京
文
化
へ
の
追
従
を

余
儀
な
く
し
た
。

明
治
三
十
四
年
山
陽
線
は
つ
い
に

門
司
に
達
し
た
。
く
し
く
も
こ
の
年

小
川
琢
治
博
士
は
そ
の
地
理
書
に
日

本
海
側
を
裏
日
本
と
記
し
て
い
た
。

幻

の

鉄

明
治
の
鉄
道
建
設
は
東
京
中
心
に

十
年
代
は
華
士
族
資
本
、
二
十
年
代

に
入
り
鉄
道
が
も
う
か
る
、
と
い
う

こ
と
か
ら
豪
農
・
商
資
本
中
心
と
な

り
、
私
鉄
が
伸
び
た
。

富
山
県
関
係
で
い
え
ば
明
治
十
四

年
の
東
北
鉄
道
会
社
(
滋
賀
県
柳
ヶ

瀬
か
ら
新
潟
ま
で
)
の
創
設
は
、
旧

金
沢
藩
主
前
田
利
嗣
を
代
表
者
と
す

日

道

群

こ
れ
も
内
紛
か
ら
二
十
四
年
に
解
散

す
る
。
し
か
し
、
表
で
も
分
か
る
よ

う
に
こ
の

二
十
年
代
富
山
県
内
で
は

十
社
に
近
い
鉄
道
建
設
の
計
画
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
鉄
道
ブ

l
ム

で
あ

っ
た
。

」
れ
ら
計
画
は
中
越
鉄
道
を
除
い

10 

て
こ
と
ご
と
く
失
敗
す
る
の
は
越
中

の
河
川
の
猛
威
の
た
め
で
あ

っ
た
。

主
唱
に
よ
る
も
の

明治二十年代の県内鉄道敷設申請表

計画年 会社名 資万本円金 百十 画 路 品車

明(242.111解6散) 北陸鉄道 寓津I~ 幡|山司 一ー 金伏七尾木沢 武生

日月 24 帝北中陸越国鉄鉄鉄道道道土土木木会会社社 80 伏富木山一富笹津山

日月(26255解8散) 越中主飛主馬鳥車車鉄鉄道道 20 東岩瀬笹津

日月(32186解12散) 富山馬車鉄道 6 富山笹津

明 28 飛(越南線北会鉄社道) 富(尾山張鉄高道山中心岐に阜越中まで)

H月 29.1 新宮鉄道 新i奏ー富山

日月 29. 4 加J農美鉄道 金沢一福光一岐阜ー名古屋

日月 29. 9 加越鉄道 金 沢 井 波

日月(32065開9設) 中越鉄道 22 日高間岡ー城氷端見

る
華
族
十
四
名
の

で
あ

っ
た
。
こ
の

計
画
は
関
係
者
の

意
図
の
相
違
か
ら

た十
。 七

年

挫
折
し

二
十
年
代
に
は

島
田
孝
之
ら
豪
農

商
に
よ
る
北
陸
鉄

道
建
設
の
計
画
が

具
体
化
し
た
が
、

新

時

イミ

北
陸
線
の
全
通
は
裏
日
本
か
ら
の

脱
却
と
い
う
点
か
ら
歴
史
的
な
も
の

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
富
山
県

の
主
催
で
一
府
八
県
の
連
合
共
進
会

が
富
山
市
郊
外
の
堀
川
村
で
聞
か
れ
、

こ
の
共
通
会
の
た
め
、
富
山
電
気
軌

道
会
社
が
市
内
電
車
を
走
ら
せ
た
こ

と
も
県
民
に
新
時
代
の
到
来
を
予
感

さ
せ
た
。

と
こ
ろ
で
北
陸
線
の
全
通
は
明
治

以
来
の
県
民
の
願
い
で
あ
り
、

か
ら
の
陳
情
な
ど
繁
く
行
な
わ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

不
思
議
と
中
越

鉄
道
に
お
け
る
大
矢
四
郎
兵
衛
の
よ

う
な
人
物
は
浮
び
あ
が

っ
て
こ
な
い
。

:);噌

izU33i ム !協~ ~
富直線(富山一直江津)全通を祝う新聞記事

の

来

招強
い
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
富
山
商
工

会
議
所
会
頭
、の
関
野
善
次
郎
で
あ
ろ

う
か
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
反
面
、
時
代

は
も
は
や
個
人
の
力
で
は
な
く
大
衆

の
力
の
結
集
に
よ
り
動
く
の
だ

F
い

う
こ
と
の
証
明
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
北
陸
線
の
全
通

は
、
富
山
県
の
大
正
時
代
の
幕
あ
け

に
ふ
さ
わ
し
く
、
県
内
の
経
済
と
文

地
フE

化
を
飛
躍
的
発
展
へ
と
導
く
大
い
な

る
軌
道
と
な

っ
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も

1 1 

な
い
こ
と
で
は
あ

っ
た
。

富
山
近
代
史
研
究
会

口
同
井
進

人びとの婿(い)集する連合共進会場入口風景



企 飛E罰百道に静かにたたずむ野仏

昭
和
五
年
、
寺
家
出
身
で
京
都
の
加
藤
幸
次
郎
医

師
、が
、
巨
額
の
私
財
を
投
じ
て
造
園
し
た
も
の
で
、

七
万
数
千
坪
の
圏
内
は
、
京
都
の
庭
師
の
手
に
よ
り

京
都
嵐
山
を
模
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
つ
じ
、
桜
、
か
え
で
の
名
所
で
、
県
指
定

「ア

カ
ガ
シ
の
群
生
林
」
も
あ
り
、
公
園
内
の
遊
歩
道
、

西
国
三
十
三
間
霊
場
コ
ー
ス
は
四
季
折
々
の
自
然
を

楽
し
み
な
が
ら
散
歩
す
る
こ
と
、が
で
き
ま
す
。

越
中
と
飛
騨
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
飛
騨

街
道
に
は
、
多
く
の
石
仏
が
通
る
人
た
ち
に
長
い
歴

史
を
語
る
よ
う
に
静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

大
沢
野
町
に
残
る
こ
の
野
仏
の
一
つ
一
つ
に
祖
先

の
願
い
が
宿
り
、
自
然
と
人
間
の
厳
し
い
か
か
わ
り

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
信
仰
は
、
供
え
ら
れ
た
野
の
花

や
口
l

ソ
ク
に
う
か
が
え
ま
す
。

12 13  



め
た
「
利
賀
フ
ェ
ス
テ
パ
ル
沼
」

回
世
界
演
劇
祭

人

2反

j刀可5

~g自
±必担

第
四
回

富
山
県

ーー，
宅E

企第 1回世界演劇祭のメイン会場となったギリシャ風野外劇場と利賀山房

七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
七
日
ま

で
の
問
、
利
賀
村
で
日
本
で
初
め
て

の
「
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
幻
」
|

第
一
回
世
界
演
劇
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
演
劇
祭
は
、
早
稲
田
小
劇
場

の
主
宰
者
鈴
木
忠
志
氏
が
理
事
長
を

務
め
る
財
団
法
人
国
際
舞
台
芸
術
研

究
所
が
主
催
し
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ

l
タ
ン
、

イ
ン
ド
、
日
本
の
六
ヵ
国
十
二
グ
ル

ー
プ
の
一
流
前
衛
劇
団
、
古
典
芸
能

集
団
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
世
界
の

熱
い
視
線
が
利
賀
村
に
注
が
れ
ま
し

た
。
観
客
も
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
の
全
国
か
ら
当
初
予
定
を
上
回
る

「なんて上手に作つであるがけ」

第
四
回
老
人
若
返
り
祭
が
、
九
月

九
日
、
十
日
の
二
日
間
富
山
県
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
は
、
お
年
寄
り
か
ら
こ
ど

も
ま
で
の
三
世
代
が
共
通
の
場
に
集

い
、
世
代
間
の
温
い
心
の
触
れ
合
い

を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄

り
自
ら
が
生
き
が
い
を
見
い
出
し
、

若
返
り
を
図
る
と
と
も
に
、
老
人
福

祉
増
進
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

行

事

内

容

九
日
に
は
、
大
ホ

l
ル
で
、
お
年

寄
り
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
か
ら
練
習

し
た
の
ど
や
踊
り
を
披
露
す
る
よ
頃

芸
の
ど
自
慢
大
会
H

や
自
ら
の
体
験

や
意
見
を
発
表
す
る

H

老
人
の
主
張
H

が
行
わ
れ
ま
す
。

九
日
、
十
日
の
二
日
間
一
階
展
示

場
で
は
、
お
年
寄
り
が
製
作
し
た
自

慢
の
子
。
つ
く
り
の
陶
芸
、
書
画
、
手

芸
、
木
工
品
な
ど
の
作
品
展
、
そ
れ

第

延

万
人

お
よ
ぶ
人
々
が
訪
れ

企 早稲田小劇場「トロイヤの女」の一場面

ふ
だ
ん
は
静
か
な
村
も
活
気
に
満
ち
、

世
界
演
劇
祭

一
色
に
お
お
わ
れ
ま
し

た。

企 メレディス・モンクとハウス・ファ
ンデーション「少女教育」の一場面

と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
世
界
演
劇

祭
が
利
賀
村
で
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
鈴
木
忠
志
氏
に
よ
れ
ば
、
「
利

賀
村
に
は
、
人
の
心
の
ふ
れ
あ
い
が

あ
り
ま
す
。
東
京
で
す
と
人
と
人
と

の
出
会
い
が
時
間
を
か
け
て
で
き
ま

せ
ん
が
、
利
賀
村
で
は
、
美
し
い
自

然
の
中
で
、
じ

っ
く
り
と
時
間
を
か

け
て
け
い
こ
も
で
き
る
し
、
人
と
の

ら
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
年
金
や
職
業

紹
介
な
ど
の
相
談
コ
ー
ナ
も
聞
か
れ

ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。

企 村の中では気軽に国際交流

14 

ふ
れ
あ
い
も
で
き
ま
す
。
こ
う
い
う

と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
、
本
当
の
芸
術
・

学
問

・
文
化
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
利
賀
村
に
こ
そ
、
こ
れ
か

ら
の
可
能
性
が
あ
る
」
(
「
こ
ん
に
ち

は
富
山
県
で
す
。」
八
月

一
日
放
送
よ

り
)
か
ら
で
す
。

ま
た
、
こ
の
第

回
世
界
演
劇
祭

は
、
利
賀
村
に
活
気
と
希
望
を
与
え

た
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
文
化
の
吸

収
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
い
う
点
で

も
大
成
功
だ

っ
た
と
い
え
ま
す
。

踊りを披露するおばあさんたち

おおむね65歳以上のお年寄りのために、無料で職業を

紹介しています。

0適当な仕事があれば、豊富な経験と技能を社会に役立

ててみたいと思っている方

0臨時の仕事などで、高齢者の能力を活用したいと思つ

ている事業主の方

お気軽にご相談ください。

お年寄りの技能を

生かしてみませんか.ゲ

高齢者無料職業紹介所

高齢者能力活用推進協議会

守5

.お問い合せ



中
学
生
の
古
同

校
体
験
入
学

最
近
で
は
、
明
確
な
目
的
意
識
を

放
し
、
実
習
や
実
験
な
ど
を
学
習
す

も
た
な
い
で
高
等
学
校
へ
入
学
し
て

る
こ
と
に
よ
り
、
職
業
科
の
教
育
内

容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
進
路
に

く
る
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
中
学
校
三
年

対
す
る
目
的
意
識
を
高
め
て
も
ら
お

生
を
対
象
に
、
職
業
科
の
施
設
を
開

う
と
、
県
下
の
七
つ
の
高
校
(
小
杉

「見える 、見える。J(レベルによる土地の高

さの測り方)

「このスイ力は甘そうだぞJ(糖度の測リ方、福野高校)ダ
~J 

「新しい卵と古い卵の遣いは-

と新しい卵の見分け方)

「木材って何んて強いのJ(木材の圧縮強度測定、

福野高校)

福
野
、
中
央
農
業
、
新
川
女
千
、
泊
、

有
磯
、
高
岡
工
芸
)
で
体
験
入
学
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
カ
メ
ラ
で
追

っ
て
み

ま
し
た
。

「難しいなあ、こんなことでは希望の看護婦になれる

かしらJ(無菌操作、新川女子高校)

「初めてトラクターに

乗ったけど、なんとか運転

できそうだJ(トラクターの基本運転、

中央農業高校)

(血圧測定、新川女子高校)「私の血圧は..

守巴

「あっ、 聞こえる。」

j 
「商業科って、コンピュータ についても

学ぶのつJ(情報処理 I、泊高校)
「もう疲れたよ。だれか安代して。J(乳酸飲料の製造、中央農業高校)

qフ



就業構造基本調査にご協力を

第
十
回
就
業
構
造
基
本
調
査
が
全

国
一
斉
に
十
月

一
日
現
在
で
行
わ
れ

ま
す
。

富
山
県
で
も
、
約
六
千
世
帯
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

皆
さ
ん
の
ふ
だ
ん
の
就
業
状
態
な
ど

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
も
の
で
、

ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
そ
の
仕
事
の
種
類
、
内
容
や

そ
れ
に
つ
い
て
の
意
識
な
ど
を
お
尋

ね
し
、
ま
た
、
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
仕
事
を
し

た
い
か
ど
う
か
と
い

っ
た
意
識
な
ど

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
今
回
の

調
査
で
特
に
重
点
を
置
い
て
い
る
の

は
、
女
性
や
高
年
齢
の
人
の
就
業
の

実
態
を
広
い
範
囲
に
わ
た
り
明
ら
か

に
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

近
い
う
ち
、
お
宅
に

調
査
員
が
お
伺
い
主
主
9

調
査
の
た
め
に
選
ば
れ
た
お
宅
に

は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
円
ま

で
の
聞
に
調
主
員
が
お
伺
い
し
て
、

調
査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
、
調
査

票
を
お
渡
し
し
ま
す
。
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
調
査
員
に
わ
た
ず

ね
く
だ
さ
い
口
な
お
、
調
査
員
は
知

事
に
よ
り
任
命
さ
れ
て
お
り
、
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を

ほ
か
に
漏
ら
す
こ
と
は
、
法
律
で
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調

査
票
は
、
皆
さ
ん

一
人

一
人
の
デ
|

タ
と
し
て
で
は
な
く
、
大
勢
の
人
の

も
の
と
合
わ
せ
て
集
計
し
、
統
計
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

個
人
や
世
帯
の
秘
密
は
完
全
に
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
調
査

票
に
記
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

全
国
平
均
(
四
七
は
)
よ
り
高
く
、

18  

昭
和
五
十
四
年
の
本
県
の
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
ふ
だ
ん
収
入
に
な
る

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら

ま
た
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
、
結

婚
し
て
い
る
女
性
の
う
ち
、
六
二
口

の
人
が
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
お
り
、

仕
事
を
し
て
い
る
人
の
約
半
数
は

商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
三
次

産
業
で
働
い
て
お
り
、
次
い
で
製
造

業
、
建
設
業
な
ど
の
第
二
次
産
業
が

多
く
、
農
林
業
、
漁
業
な
ど
の
第

一

次
産
業
は

一
割
程
度
で
し
た
。
第
一
一

次
産
業
の
伸
び
と
、
第

一
次
産
業
の

低
下
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。

ふだん仕事をし ている人の
産業別割合

(富山県)

‘第3次
I主業51.3% 

俳「寸に-

60ト 138.0%

100， 

増
え
て
い
る
交
通
事
故

富
山
県
内
の
交
通
事
故
は
、
十
二

年
連
続
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、

A
7

年
は

一
転
し
て
春
か
ら
増
え
続
け
て

い
ま
す
。

交
通
事
故
の
う
ち
で
も
、
最
も
痛

県内の交通事故発生状況(1 月 ~7 月)

よぞIJ 昭和57年 昭和56年 対比 (%)

件 数 1，609 1，560 +49(+ 3.1) 

死 者 46 37 + 9(+24.3) 

{碁 者 1，983 1.909 +74(十 3.9)

ま
し
い
死
亡
事
故
に
つ
い
て
、
そ
の

原
因
を
み
て
み
る
と
、
速
度
違
反
と

飲
酒
運
転
が
全
体
の
七
二
ば
強
を
占

め
て
い
ま
す
。

全
国
第
三
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
年

4第 2次
I~~ 業

齢
別
に
み
る
と

二
イ
五
歳
か
ら
二

十
九
歳
の
主
婦
で
は
、
出
産
や
育
児

な
ど
の
た
め
、
仕
事
を
し
て
い
る
人

の
割
合
が
、
六

O
ば
(
全
国
で
は
三

五
は
)
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
育
児
に
手

俳; ‘第桟

が
か
か
ら
な
く
な

る
年
齢
に
な
る
と

H百平rJ54年

り
、
特
に
四
十
歳

」
の
割
合
は
上
が

か
ら
五
ト
四
歳
で

は
、
六
九
位
(
全

。
% 11(111(1 手rJ 40~下

国
五
八
パ

と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
は
車
両
単
独
の
事

故

(
暴
走
自
爆
型
)
が
多

い
の
も
特

徴
で
す
。

年
代
別
で
は
、
二
十
代
、

三
十
代

の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
重
点

」
の
よ
う
に
、
増
え
つ

c

つ
け
る
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
四

点
を
重
点
に
、
関
係
団
体
と
協
力
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

死亡事故の性質別状況(1 月 ~7 月)

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
重
点

。
飲
酒
、
暴
走
運
転
の
防
止

O
子
供
と
老
人
の
事
故
防
止

O
二
輪
車
の
事
故
防
止

O
シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

19  

期
間
中
の
特
別
デ
l

-%
ω
交
通
安
全
よ
び
か
け
の
日

・%
間
交
通
安
全
を
考
え
る
日

・%
同
交
通
マ
ナ

l
確
立
の
日

運動のすすめ方
・家庭では

o 1日1回交通安全を話し合う「交通
安全家族会議」の開催
o履物や子供、お年寄りの衣服に夜光
反射材を貼る習慣定着
oシートベルト 、ヘルメッ卜の着用習
慣化

・地域では
o飲酒、暴走 3ない運動の推進

・職場では
o 11安全運転の輪H 運動(プロ運転者
が道路交通でのペースメーカーをつと
める)の推進



す
。昭

和
五
十
六
年
九
月
、
商
品
取
引
所

法
に
基
づ
く
政
令
指
定
品
目
に
金
が

加
え
ら
れ
、
金
の
先
物
取
引
は
、
公

設
の
先
物
市
場
以
外
で
は
取
引
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て、

国
の
許
可
を
得
た
商
品
取
引
員
な
ど

に
委
託
し
て
行
う
取
引
に
な

っ
た
の

で、

一
部
の
悪
質
な
業
者
が
事
例
の

よ
う
な
現
物
取
引
を
装

っ
た
商
法
を

あ
み
だ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

(事
例
の
業
者
は
、
商
品
取
引
員
と

し
て
の
許
可
は
受
け
て
お
ら
ず
、
先

物
取
引
は
で
き
な
い
業
者
で
す
。)

通
産
省
消
費
生
活
相
談
室
に
寄
せ

ら
れ
た
五
十
六
年
度
の

「
金
の
悪
質

取
引
に
よ
る
相
談
件
数
」
は
、
約
六
百

件
も
あ
り
ま
す
。
事
例
の
よ
う
に
、

百
句
単
位
の
少
量
で
も
取
引
で
き
る

た
め
、
主
婦
や
お
年
寄
り
の
み
な
さ

ん
も
ね
ら
わ
れ
や
す
く
、
被
害
者
の

多
く
は
商
品
取
引
と
は
無
縁
の
素
人

の
投
資
家
で
す
。

-
金
取
引
の
注
意
点
は

① 

金
を
買
う
こ
と
と
、
金
取
引
に

参
加
す
る
こ
と
と
は
全
く
別
の
話

金

取

A
さ
ん
(
主
婦

・
四
十
五
歳
)
が
電

話
に
で
る
と
、
「
金
取
引
に
興
味
が
な

い
か
」
と
話
し
か
け
て
き
た
。
「
興
味

が
な
い
」
と
返
事
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
話
、
だ
け
で
も
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
言

っ
て
セ

ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
れ
た
。

話
に
よ
る
と
「
金
の
現
物
取
引
」

だ
と
一言
う
の
で

二
百
匂
(
五
十
万

五
千
円
)
を
買
う
契
約
を
し
た
。
金

を
二
日
後
に
持
っ
て
く
る
と
い
う
条

件
で
、
手
数
料
を
含
め
五
十
三
万
円

余
を
渡
し
た
。

二
日
後
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
上
司

が
金
を
持
っ
て
き
て
「
こ
の
金
を
当

社
に
預
け
れ
ば
安
心
だ
し
、
運
用
し

て
必
ず
も
う
か
る
。

一
年
後
に
現
物

を
渡
す
。」
と
し
つ
こ
く
勧
め
た
あ
げ

く
、
現
物
を
く
れ
ず
賃
貸
借
契
約
証

券
を
よ
こ
し
た
。
ま
た
、
一
年
分
の

賃
借
料
と
い
っ
て
現
物
価
格
の

一

o

d
を
そ
の
場
で
く
れ
た
。

現
物
取
引
だ
と
思
っ
た
の
に
、
セ

ー
ル
ス
マ
ン
の
口
車
に
乗
っ
で
賃
貸

で
す
。
う
ま
い
話
は
、

一
度
疑
っ

て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

② 

金
の
先
物
取
引
は

非
常
に
投

機
性
の
強
い
取
引
で
す
。

③
 
金
に
つ
い
て
は

先
物
公
設
市

場
で
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
、
プ
ラ
チ
ナ
や
銀
の
先
物
取

引
と
称
し
て
大
金
を
ま
き
上
げ
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

④ 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
香
港
な
ど
の

海
外
商
品
取
引
所
で
の
先
物
取
引

の
被
害
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る

た
め
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
六

日
に
「
海
外
商
品
市
場
に
お
け
る

先
物
取
引
の
受
託
等
に
関
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
施
行
は
公
布
の
日
か

ら
六
ヵ
月
以
内
と
な
っ
て
お
り

法
律
が
効
力
を
発
す
る
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。

金
の

「
現
物
ま
が
い
L

の
悪
質

取
引
や
「
プ
ラ
チ
ナ

・
銀
」

物
取
引
に
つ
い
て
は
、
購
入
者
の

注
意
が
最
善
の
防
止
策
で
す
。
金

や
プ
ラ
チ
ナ
は
、

信
頼
の
お
け
る

屈
で
直
接
お
求
め
に
な
る
の
が
安

心
で
す
。

号l
借
契
約
を
し
て
し
ま
い
、
不
安
が
つ

の
る
ば
か
り
。
解
約
を
申
出
る
と

三

O
ば
の
損
料
を
払
え
と
言
う
。
な

ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
。

者
か
ら
よ
く
事
情
を
聞
く
と
と
も
に

相
談
者
及
び
業

業
者
と
取
り
交
わ
し
た
書
面
「
賃
貸

借
契
約
証
券
」
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

証
券
に
は
拡
大
鏡
で
な
い
と
読
め
な

い
く
ら
い
の
文
字
で
約
款
の
記
載
が

あ
り
、
解
約
に
つ
い
て
は
「
純
金
賃

貸
借
契
約
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
中

途
解
約
は
認
め
な
い
。
そ
れ
で
も
解

約
す
る
場
合
は
、
現
物
価
格
の
二一

O

は
の
違
約
金
を
支
払
う
」
と
な

っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
相
談
内
容
に
つ
い
て

名
古

屋
通
産
局
に
法
解
釈
を
依
頼
し
た
と

こ
ろ

通
産
局
で
は
す
で
に
警
察
庁

と
も
相
談
し
て
い
る
が
、
契
約
が
巧

み
に
で
き
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

違
法
性
の
立
証
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

の
先

とばに要注意
ー-:l惨

ιー'甘い

..~ 

‘圃国

注

一
方
、
関
西
在
住
の
弁
護
士
で
結

成
さ
れ
て
い
る
金
先
物
取
引
被
害
問

題
研
究
会
に
も
問
い
合
せ
ま
し
た
。

両
者
の
見
解
を
も
と
に
相
談
者
に
次

の
二
点
を
助
言
し
、
本
人
の
判
断
を

待
ち
ま
し
た
。

②①  

こ
れ
以
上
、
手
出
し
を
し
な
い
。

一
年
先
に
当
核
会
社
が
あ
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
現
物
が

ほ
し
い
と
せ
め
る
か
、
損
料
を
払
っ

て
契
約
を
解
除
し
て
も
ら
う
。

A
さ
ん
が
業
者
に
対
し
て
、
何
凶

と
な
く
現
物
が
欲
し
い
と
言
っ
て
も

「
賃
貸
借
契
約
は
十
分
説
明
し
、
合

意
の
上
で
の
こ
と
:・
」
と
一言
う
ば
か

り
で
金
を
よ
こ
そ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。一

そ
こ
で
、
セ

ン
タ
ー
が
中
に
人
り
相

一

談
者
、
業
者
、
セ
ン
タ
ー
の
三
者
で

話
し
合

っ
た
結
果
損
料
一二

O
ば
を
支

払

契
約
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は

相
談
者
に
対
し

今
後
、
契
約
は
慎
重
に
取
り
交
わ
す

ょ
う
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

畠息
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-
金
取
引
に
よ
る
被
害

ー

主

婦

や

老

人

も

|

一
般
に
金
を
購
入
す
る
場
合
は

現
物
取
引
(
現
金
と
現
物
と
を
そ
の

場
で
交
換
す
る
取
引
)
と
先
物
取
引

公
設
の
商
品
取
引
所
で
行
う
取
引

で
、
将
来
の

一
定
の
期
日
に
現
物
と

代
金
と
を
交
換
す
る
こ
と
を
約
束
す

る
取
引
。
ま
た
、
転
売
な
ど
に
よ
り

差
金
決
済
も
で
き
る
。)
と
が
あ
り
ま
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ア月19日
麗富山新港緩衝緑地の名称

「県民公園新港の森」に決定

10月にオープンする富山新港緩衝

緑地(グリーンベルト)の名称が「県

民公園新港の森」に決まりました。

この緑地は、新港臨海工業地帯か

らの公害と地域住民に憩いの場を提

供するため、 51年度から公害防止事

業団が造成工事を進めています。

規模は25;:'~で、うち 16況に黒松、
ケヤキ、桜、ピラカンサスなど86種

類11万本を植栽し、 3況を芝生広場

としているほか、県営野球場、陸上

競技場、テニスコート、駐車場、遊

歩道が設けられています。

県では、 9月に公害防止事業団か

ら譲渡を受け、 10月に開園式を行い

公開する予定です。

ア月24日
露習といきいき富山と広告塔できる

富山県の観光シンボルマークを型

どった広告塔が、国鉄富山駅前広場

にできました。

これは、来年の国鉄重点宣伝事業

( 4 月 25 日 ~8 月 24 日)に向けて、
観光富山を売り込もうと建てられた

ものです。

富山駅前に完成した広告塔

ア月16日，__8月15日二ミ

オープン間近い県民公園新港の森

ア月24日，__8月プ白
磁日本初の世界演劇祭

「利賀フェスティバル'82J開催

利賀村で、日本で初めての世界演

劇祭が開催されました。(14ページ参

「荒地とせきれいJ(ジョン ・フォックス)

ア月27日
の一場面

麗食中毒注意報を発令

この日、午前 9時現在で、気温27

度、湿度82~~fとなり、注意報発生基
準(気温25度以上、湿度80~.Ã以上)
に達したため、午前10時に、今年初

の食中毒注意報を発令しました。
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県では、清潔、迅速、加熱または

冷却の食中毒防止 3原則の徹底を呼

びかけました。

ア月28日
.- ~中国科学院農業現代化

‘ 考察団表敬訪問

富山県の農業事情を視察してい る

中国科学院農業現代化考察団の一行

5人が、県庁を表敬訪問し、中沖知

事らと懇談しました。

8月2日
麗称名道路開通

7月10日の落石事故で、通行不能

にな っていた称名道路が、通行可能

になりました。

さらに、称名平の駐車場から称名

滝付近までの約 1キロの歩行者専用道

路も初めて一般開放され、日本一の

落差を誇る称名滝までの全線が開通

したことになります。

しかし、開通後も、駐車場の収容

能力や交通渋滞などを考え、日曜、

祝日に整理券を出し、進入を制限、

夜間は通行禁止となっています。

9月の街頭献血日程

円日曜 場 所 時 間

9/4(土)富山駅前 10: OO~ 16: 00 

4(土)高岡駅前 10 : OO~ 15: 30 

7(火) 庄川|町役場前 10 : OO~ 1 5 : 30 

9(木) 井波町福祉会館前 10: OO~ 15: 30 

11(羽 富山駅前 10 :OO~ 16 :00 

11(却 高岡駅前 10 : OO~ 15 : 30 

12(日)富山西武前 10 :OO~ 16 :00 

16(木) 大山町役場前 10: OO~ 15: 30 

8月4日
麗テクノポリス開発構想策定

地域に富山など19ヵ所指定

通産省は、開発構想段階を迎えて

いる技術集積型都市 (テクノポリス)

建設について富山など全国19の候補

地 を開発構想策定地域に指定しまし

た。

県では、開発構想地域の指定によ

り、今後は、テクノポリス地域指定

に向けて開発構想、の策定に着手する

ことになりました。

テクノポリス開発構想指定地域

£ 

月日曜 I暴 F万 時 間

9/18(却 富山駅前 10 : OO~ 16 : 00 

18(却 電鉄桜井駅前 10: OO~ 15: 30 

20(月)福光町福祉会館前 10: OO~ 15: 30 

22(水) 富山相互銀行宇奈月支庖前 10: OO~ 15: 30 

25(土j 富山駅前 10 : OO~ 16 : 00 

25(土)高岡駅前 10 : OO~ 15 : 30 

26(日) 高岡駅前 10 : OO~ 15 : 30 

8月6日
嵐県総合開発審議会、新総合計画

の中間報告書を知事に提出
富山県総合開発審議会は、新総合

計画の中間報告書をまとめ、中沖知

事へ提出しました。 (l ~7ページ参照)

8月10日，__12白
磁置県百年記念映画の調査の

ため山田監督来県

松竹映画社の山田洋次監督が、置

県百年記念映画の事前調査のため、

来県し、河川を中心に県内の自然や

風物などを見て回りました。

また、 12日の記者会見では、この

映画の狙いとして、「百年前の県の姿

に焦点を当て記録的ななかにもドラ

マ性を取り入れたしミ。単なる風物中

心の観光映画にしたくなしりとの考

えを語りました。

午J--

川床が富山市の大和デパー トの屋上の位置である
と聞いて、かつての暴れ川を想像する山田洋次監督 (常願寺川口ケハンテイング)
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.県民大学校生渥学習セミナー

異なった世代間の交流の中で、相互の理
解と敬愛の心をはぐくむための専門講座「異

世代に学ぶ」コースの総まとめとしてのセ
ミナーです。世代別の代表によるパネルデ
イスカッションと講演が行われます。どな

たでも聴講できますので、多数の参加をお

待ちしています。

。日時 9月18日(l)午後 l時30分より
ο場所富山電気ピル ・大ホール

。講師元文部大臣上智大学教授

国連大学学長特別顧問

永井道雄氏

-演題 「日本の自画像」

.第5田富山県伝統的工芸毘展の開催
このたび県では、郷土の風土と生活の中

ではぐくまれ、培かわれてきた伝統的工芸

品を一堂に集め、県民の皆さんの一層の御
理解をいただくため、第 5問富山県伝統的
工芸品展を次のとおり開催いたします。
。 会期昭和57年9月30日(木.)-10月5伏)

O場所 大和富山庖 8階催事場
。出品作品銅器、漆器、彫刻、木工品、

和紙など。

なお、会期中は、展示品の即売も実施い

たします。

多数の方々の御来場をお待ちしておりま

す。

.富山県発明とく13¥う農作昆募集
富山県では、県民の発明とくふうの意欲

を高めるため、次のとおり第20回発明とく
ふう展を開催します。作品はどなたでも出

品できます。ふる って御応募下さい。

。会期=11月6日-8日

。会場=富山県民会館A展示場

。申込締切=10月5日

。問合せ ・申込先=富山県工業試験場(高
岡市中川 1丁目 宮 (0766)21ー2121)

発明協会富山県支部

.富山県デザイン展作昂募集
富山県では、県民のデザインに対する意

識の高揚を図るため、次のとおり第22回デ
ザイン展を開催します。作品はどなたでも

出品できます。ふるって御応募下さ llo

。会期= 10月 22 日 ~24 日

。会場=高岡市立美術館

。申込締切=10月8日

。問合せ ・申込先=富山県工業試験場(高
岡市中J111丁目 宮 (0766)21-2121) 

富山県デザイン協会



シリーズ県有施設紹介⑥

魅力ある郷土づく常

県の施策の紹介や、暮しに欠かせない情報を

提供しています。

縄構瞬静
みんなの県政

毎月最終土曜日に北日本、富山、読売、北

陸中日の 4紙にき頁で掲載しています。この

うち、 4回は、見聞き 2ページを使って掲載

します。

広報課では 、みなさんと県庁とを結ぶ大切

なパイプ役として、この「県広報とやま」の

ほか、テレビ、新聞などの媒体を活用して、

繍 醸鱗鞠
KNB 

県民に向かつて聞かれた県政の諸施策等に

ついて、県民のみなさんに十分知っていただ

県からのお知らせ

朝日、毎日は毎月第 2、最終土曜日に、北

日本、富山、読売、北陸中日は第 2土曜日に

伺載しています。

鶴 翻
県政についてのご相談は県民相談室ヘ

県 富山市新総曲輪1-7(県庁内)

E富山31-4111的

31-3131 (県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮高岡21-9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)

宮魚津24-5311

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)

含砺波 3-5151 

F晶司

主主

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

吾世

量火相民

くための番組です。ベテラン稲垣健次アナを

司会として、親しみやすく構成します。

なお各週ごとの具体的内容は次のとおり予

定しています。

第 1週県政上の諸問題を紹介。

第 2週県有施設の紹介(新シリーズ)。

第 3週 県の主要フ。ロジェクト紹介(4月 ~ 9月 )

第4週知事と語る(又は知事に聞く)。

第 5週本県出身者の登場

富山テレビ

県内各地の明るい話題や郷土の円然、産業、

文化、県民の活動などを紹介し、郷土のよさを

見直そうという番組です。

話題をメインに各ミニコーナでつなぎ、バラ

エティに富んでいて家族みんなで楽しめます。

逢地真理子アナを司会として、話題を新しい面

から切り拓くため男性レポーター 3名を起用し

ています。 小泉哲也 (フ。ロスキーヤー)

金木静 (作 家)

飯田敏雄 (福光東部小校長)

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
は
、
交
通
事

故
や
交
通
公
害
の
防
止
と
交
通
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。」

の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う

な
業
務
を
行
い
、
富
山
市
内
全
体
の

車
の
流
れ
を
、
安
全
か
つ
効
率
的
に

調
整
し
ま
す
。

ン
タ

。
管
制
室
に
送
ら
れ
て
き
た
交
通

情
報
を
も
と
に
可
変
標
識
を
操
作

し
、
パ
ト
カ
ー
に
指
令
し
ま
す
。

。
車
両
感
知
器
か
ら
の
情
報
を
コ

ン
ピ
ュ

l
タ
ー
で
処
理
し
、

デ
ー
タ
l
に
基
づ
き
、
信
号
機
の

標
識
点
滅
の
時
間
を
自
動
的
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

。
交
通
情
報
を
ラ
ジ
オ
で
放
送
し

た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
問
い
合
せ
に
答
え
て
い
ま

す

。

《

」
の
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
で
は

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
を
保
護
し
、

交
通
の
安
全
と
住
み
よ
い
都
市
づ
く

り
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
も
、
交

通
ル

l
ル
を
守
り
、

ゆ
と
り
あ
る
運

転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
情
報
は
テ
レ
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
富
山
倒
1
2
2
2
3
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の

KNBiこんにちは富山県で‘す」 9周@ 富山テレビill0万人のひろば」
毎週 11雌日、午前 811芋- 811ね 0分 テレピ 毎週日曜日、午前 9時 - 9時 30分

空きカンゼロ運動 5日 成人病を考える

災害は忘れた頃にやってくる 12日 t抹える熟年/fワー / -ゲートボール~

ガンについて考える 19日 Let's 町、ìí~み保存

県民公閏新港の森(グリーンベルト ) 26日 良いドライパー ・悪いドライパー ・
普通のドライバー

交
通
管
制
機
能
は
、
み
な
さ
ん
の
正
し
い

運
転
マ
ナ
ー
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
ま
す
。

企 ~通の流れを管理する管制室
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